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(仮称）林業担い手奨学金支援助成事業

27万円

地域公共交通体系実証実験支援補助金
( ２地区）

400万円

主 な
事 業

八頭消防署若桜出張所建替えに伴う、敷地調査業務及び測量設計業務
515万円

活気のある、住 みやすく安全な

　 　 　 　若桜 町の創出へ

議員全員で構成する「予算審査特別委員会」を
設置し、令和２年３月12日から17日まで４日
間にわたり、審査しました。
　委 員 長　　青木　一憲　議員
　副委員長　　小林　　誠　議員

可　　決

依存財源（83％）
30億917万円

自主財源（17％）
6億1583万円

一般会計
総額

36億2500万円

バス運行事業

6535万円

林業振興費

1735万円
常備消防費

7773万円

町営バス

八頭消防署若桜出張所

わかさ議会だより　No171　令和２年５月

2



氷ノ山集客促進事業

子どもや学校の課題解決を、学校・保護者・
地域住民が協働した取り組みを行う

氷ノ山の活性化・集客の民間イベントへの補助金

142万円

100万円

3918万円

空調施設の更新及び浴室の改修に係る、
設計管理業務及び工事請負費

１億2492万円

主 な
事 業

令和２年度
当初予算

活気のある、住 みやすく安全な

　 　 　 　若桜 町の創出へ

事　業　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 4億5016万円
介 護 保 険 7億1027万円
後期高齢者医療保険 6052万円
簡 易 水 道 2億7850万円
公 共 下 水 道 1億6568万円
農 業 集 落 排 水 6398万円
赤 松 団 地 造 成 394万円
財 産 区 造 林 989万円
索 道 3442万円
住宅新築資金等貸付 180万円

特別会計

（令和２年３月９日～24日）

コミュニティ・スクール推進事業

142万円

地域福祉センター管理事業

１億3242万円

わかさ氷ノ山スキー場

若桜学園

３ 月 定 例 会
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審議結果一目でわかる

そ
の
他

若桜駅駅ナカ店舗の設置及び管理に関する条例の制定について 可決若桜駅駅ナカ店舗の設置及び管理に関し必要な事項を定めるもの。
公の施設の指定管理者の指定（若桜駅駅ナカ店舗）について	

可決公の施設の名称　　若桜駅駅ナカ店舗　わかさカフェ
指定管理者　　　　やまね屋
指定の期間　　　　指定の日から令和５年２月28日

第１回議会臨時会 ２月17日

第２回３月議会定例会 ３月９日～ 24日

予
　
　
　
　
　
算

令和2年度若桜町一般会計予算 可決歳入歳出予算の総額を36億2500万円とした。
令和2年度若桜町国民健康保険事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を４億5016万円とした。
令和2年度若桜町介護保険事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を７億1027万円とした。
令和2年度若桜町後期高齢者医療特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を6052万円とした。
令和2年度若桜町簡易水道事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を２億7850万円とした。
令和2年度若桜町公共下水道事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を１億6568万円とした。
令和2年度若桜町農業集落排水事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を6398万円とした。
令和2年度若桜町赤松団地造成事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を394万円とした。
令和2年度若桜町財産区造林事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を989万円とした。
令和2年度若桜町索道事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を3442万円とした。
令和2年度若桜町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 可決歳入歳出予算の総額を180万円とした。

補
　
正
　
予
　
算

令和元年度若桜町一般会計補正予算（第6号） 可決8195万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、39億6071万円とした。
令和元年度若桜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号） 可決738万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、４億6546万円とした。
令和元年度若桜町介護保険事業特別会計補正予算（第4号） 可決6822万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、６億5638万円とした。
令和元年度若桜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決373万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、5996万円とした。
令和元年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第5号） 可決81万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、１億7562万円とした。
令和元年度若桜町公共下水道事業特別会計予算（第4号） 可決30万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、１億8485万円とした。
令和元年度若桜町農業集落排水事業特別会計予算（第2号） 可決2141万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、9833万円とした。
令和元年度若桜町赤松団地造成事業特別会計予算（第1号） 可決343万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、50万円とした。
令和元年度若桜町財産区造林事業特別会計予算（第1号） 可決707万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、６万円とした。
令和元年度若桜町索道事業特別会計予算（第3号） 可決13万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、2462万円とした。
令和元年度若桜町一般会計補正予算（第7号） 可決50万円追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、39億6121万円とした。

わかさ議会だより　No171　令和２年５月

4



条
　
　
　
　
　
例

若桜町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について 可決地方自治法の一部が改正され賠償責任を免れる額等必要な事項を定めるもの。
若桜駅前にぎわいプラザの設置及び管理に関する条例の制定について 可決若桜駅前にぎわいプラザの設置及び管理に関し必要な事項を定めるもの。
若桜町監査委員条例の一部改正について 可決地方自治法の一部が改正され条ずれするため、所要の改正を行うもの。
若桜町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について 可決会計年度任用職員の服務宣誓について、常勤職員とは別段の定めをするため所要の改正を行うもの。
若桜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について 可決パートタイム会計年度任用職員の報酬端数処理の方法を改めるため、改正を行うもの。
若桜郷土文化の里の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決国土調査の結果、番地が合筆となり土地登記が変更になったため、所要の改正を行うもの。
若桜町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部改正について 可決
「子ども・子育て支援法の一部を改正する法律」の公布により所要の改正を行うもの。
若桜町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決基準の一部が改正されたことに伴い、所要の改正を行うもの。
若桜町氷ノ山自然ふれあいの里施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決氷ノ山キャンプ場の利用料金について、所要の改定を行うもの。
民法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について 可決関係条例について所要の改正を行うとともに、若桜町営住宅の建替えに係り所要の改正を行うもの。

そ
　
　
　
の
　
　
　
他

公の施設の指定管理者の指定（若桜町立多目的集会施設）について
可決公の施設名称　若桜町立多目的集会施設（JA鳥取いなば若桜支店２階）

指定管理者　　鳥取いなば農業協同組合
指定の期間　　指定の日から令和５年３月31日まで
公の施設の指定管理者の指定（若桜町活性化施設）について

可決公の施設名称　若桜町活性化施設（若桜味工房）
指定管理者　　有限会社　若桜農林振興
指定の期間　　指定の日から令和５年３月31日まで
公の施設の指定管理者の指定（若桜エゴマ工房）について

可決公の施設名称　若桜エゴマ工房　
指定管理者　　有限会社　若桜農林振興
指定の期間　　指定の日から令和５年３月31日まで
公の施設の指定管理者の指定（若桜町氷ノ山関連施設）について

可決公の施設名称　若桜町氷ノ山関連施設（氷ノ山高原の宿氷太くん他３施設・１事業）
指定管理者　　一般財団法人　若桜町観光開発事業団
指定の期間　　令和２年４月１日から令和５年３月31日まで
公の施設の指定管理者の指定（道の駅若桜　桜ん坊）について

可決公の施設名称　道の駅若桜　桜ん坊
指定管理者　　一般財団法人　若桜町観光開発事業団
指定の期間　　指定の日から令和３年３月31日まで
公の施設の指定管理者の指定（若桜駅前にぎわいプラザ）について

可決公の施設名称　若桜駅前にぎわいプラザ
指定管理者　　株式会社　やまね屋
指定の期間　　指定の日から令和５年３月28日まで
若桜町過疎地域自立促進計画の変更について 可決必要とする経費の財源に過疎債を充てるため、計画に対策及び事業内容の追加を要するもの。
鳥取市及び八頭郡若桜町における連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の変更について 可決連携協約の一部を変更するための協議について議決を得るためのもの。
工事請負契約（高原の宿氷太くん法面災害復旧工事）の変更契約の締結について

可決
工 　事 　名　高原の宿氷太くん法面災害復旧工事
契約の相手方　中一建設株式会社
変更契約金額　変更前　１億2958万円　
　　　　　　　変更後　１億4939万円
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陳
情
・
請
願

日本軍「慰安婦」問題の真の解決を求める請願 委員会審査結果 不採択被害者への真摯な公式謝罪と賠償、次世代への教育など「慰安婦」問題の真の解決
を行うことを求める意見書提出を求めるもの。 不採択
選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改正を求める意見書
提出を求める請願 委員会審査結果 不採択
ただちに民法を改正することを求める意見書提出を求めるもの。 不採択
公定価格の改善、待機児童解消、保育士の処遇改善のための必要な措
置を求める意見書の提出を求める陳情書 委員会審査結果 採択
国に対して必要な措置を求める意見書提出を求めるもの。 採択
女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書の提出
を求める請願 委員会審査結果 不採択
すみやかな批准を求める意見書の提出を求めるもの。 不採択
厚生労働省による公立・公的病院名の公表の白紙撤回と地域医療の充
実を求める意見書の提出を求める請願 委員会審査結果 不採択
公立・公的424病院に対する具体的対応方針の「再検証」要請を白紙撤回し、地域医
療を充実するよう求める意見書の提出を求めるもの。 不採択

氏　　　　名

梶
原
　
　
明

青
木
　
一
憲

山
根
　
政
彦

山
本
　
安
雄

小
林
　
　
誠

前
住
　
孝
行

中
尾
　
理
明

山
本
　
晴
隆

川
上
　
　
守

結
　
　
　
果

若桜町氷ノ山自然ふれあいの里施設の設置及び
管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議 可決

日本軍「慰安婦」問題の真の解決を求める請願 × × × × × × ○ × 議 不採択

令和２年度若桜町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議 可決

予算

条例

請願

賛否の分かれた議案討論

 原案反対　中尾理明議員
　解放同盟高野支部への補助金163万２千円に反対です。平成14年３月に特別措置法が失効し、同和関係事
業は、法的根拠を失っています。このままでは、地区の固定化にもつながりかねないため反対します。

 原案反対　中尾理明議員
　令和元年度は、キャンプ場が多くの利用者で賑わっていたと聞いています。料金引き上げは、このチャン
スに水を差すものです。また、増税後の生活が大変な中、増税分そのままを料金に転嫁するような町のやり
方には反対します。

 原案賛成　中尾理明議員
　従軍慰安婦として残酷な性虐待を受けた方々に対して、本人や家族への賠償等の尽力が必要だと考えます。
しかしながら、戦後70年の安倍首相談話には、明確な「謝罪」の言葉がなく、問題があるので賛成します。
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選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改
正を求める意見書提出を求める請願 × × × × × ○ ○ × 議 不採択

女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准
を求める意見書の提出を求める請願 × × × ○ × × ○ × 議 不採択

厚生労働省による公立・公的病院名の公表の白
紙撤回と地域医療の充実を求める意見書の提出
を求める請願

× × × ○ × ○ ○ × 議 不採択

請願

請願

請願

 原案賛成　中尾理明議員
　夫婦同姓強制は、両性の平等を謳う憲法違反です。1996年「法制審議会」で夫婦別姓を認める民法改正を答申。
３年前の内閣府世論調査では賛成の方が反対を上回り、国連女性差別撤廃委員会も国に対し是正を勧告してい
るため賛成します。

 原案賛成　中尾理明議員
　選択議定書は、条約の実効性を高めるために1999年の国連総会で採択され、今年１月締約国189か国中、
113か国が批准しています。国連の議定書早期批准の勧告に応え、先進国に相応しく速やかに批准すべきと考
え賛成します。

 原案賛成　中尾理明議員
　昨年９月、厚労省は公立・公的病院の再編・統合案を発表、県内の４病院も含まれ、その撤回の声が高まっ
ています。今、新型肺炎の拡大で大変な中、防波堤となる病院の役割を再認識し、国に要請する必要があるの
で賛成します。

鳥取県町村議会議長会・
全国町村議会議長会自治功労者表彰

令和２年２月19日、　ホテルモナークで鳥取県町村議会議長会自治功労者表彰式が執り行われました。

若桜町議会からは、２名の議員が表彰されました。

〇町村議会議員として25年以上在籍し、特に功労のあった者

　若桜町議会　議員　中尾理明

〇�町村議会議員として議会の運営及び地域の振興発展に特に顕著なる功労が

あった者

　鳥取県町村議会議長会　前会長　川上　守

鳥取県町村議会議長会表彰

全国町村議会議長会表彰

氏　　　　名
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果
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氷ノ山高原の宿氷太くん管理運営事業
氷太くん法面災害復旧工事の増額によるもの

高原の宿氷太くん

農業振興費
水田農業支援事業を活用し、コンバイン

導入を図り、農業を支援するもの

327万円（繰越）

コンバイン（イメージ）

わかさこども園
子ども用マスク及び空気清浄機等の購入

64万円（繰越）

わかさこども園

総額
39億

6121万円 

令和元年度
一般会計補正予算(第６号・第７号）

補正額 8145 万円 減額

2801万円（繰越）
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議会の構成決まる
議　長　　川　上　　　守
副議長　　山　本　晴　隆

総
務
産
業
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
山
　
根
　
政
　
彦

　
副
委
員
長
　
　
小
　
林
　
　
　
誠

　
委
　
　
員
　
　
中
　
尾
　
理
　
明

　
委
　
　
員
　
　
山
　
本
　
晴
　
隆

　
委
　
　
員
　
　
前
　
住
　
孝
　
行

　
委
　
　
員
　
　
山
　
本
　
安
　
雄

　
委
　
　
員
　
　
青
　
木
　
一
　
憲

　
委
　
　
員
　
　
梶
　
原
　
　
　
明

　
委
　
　
員
　
　
川
　
上
　
　
　
守

　
　
　
　
　
　
　
　（
令
和
2
年
3
月
9
日
改
正
）

議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
　
青
　
木
　
一
　
憲

　
副
委
員
長
　
　
小
　
林
　
　
　
誠

　
委
　
　
員
　
　
山
　
本
　
晴
　
隆

　
委
　
　
員
　
　
山
　
根
　
政
　
彦

　
　
　
　
　
　
　
　（
令
和
2
年
3
月
9
日
改
正
）

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
梶
　
原
　
　
　
明

　
副
委
員
長
　
　
山
　
本
　
安
　
雄

　
委
　
　
員
　
　
山
　
根
　
政
　
彦

　
委
　
　
員
　
　
青
　
木
　
一
　
憲

　
　
　
　
　
　
　
　（
令
和
2
年
3
月
24
日
改
正
）

議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
安
　
雄

東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
川
　
上
　
　
　
守

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
晴
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　（
令
和
2
年
3
月
9
日
改
正
）

公
共
交
通
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
川
　
上
　
　
　
守

　
副
委
員
長
　
　
山
　
本
　
晴
　
隆

　
委
　
　
員
　
　
議
　
員
　
全
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　（
令
和
2
年
3
月
19
日
改
正
）

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
川
　
上
　
　
　
守

　
副
委
員
長
　
　
山
　
本
　
晴
　
隆

　
委
　
　
員
　
　
議
　
員
　
全
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　（
令
和
2
年
3
月
19
日
改
正
）

施
設
整
備
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
川
　
上
　
　
　
守

　
副
委
員
長
　
　
山
　
根
　
政
　
彦

　
委
　
　
員
　
　
議
　
員
　
全
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　（
令
和
2
年
3
月
19
日
改
正
）

（令和 2年 3月 9日改正）
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は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

A　
（
町
長
）
蓬
坪
初
等

学
校
と
の
交
流
は
、
諸
事

情
等
に
よ
り
や
む
な
く
中

断
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
国
際
情
勢
も

あ
り
、
協
議
進
展
は
難
し

い
が
、
新
年
度
に
再
度
協

議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

蓬
坪
初
等
学
校
と
の
交
流

が
数
年
間
途
絶
え
て
い
る

中
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際

交
流
の
体
験
の
機
会
と
し

材
確
保
含
め
運
営
は
困
難

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
状
況

把
握
、
指
導
、
援
助
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

A　
（
町
長
）
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
、
毎
月
の
報

告
、
年
度
実
績
報
告
書
の

提
出
と
理
事
会
で
事
業
全

体
の
説
明
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
独
立
し
た

法
人
な
の
で
経
営
に
つ
い

て
は
、
法
人
内
で
検
討
頂

く
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
の
上
で
要
望
、
相

談
等
が
あ
れ
ば
、
可
能
な

限
り
手
助
け
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

町
長
は
施
政
方
針
で

台
湾
の
内ナ
イ

湾ワ
ン

小
学
校
と
の

交
流
を
表
明
さ
れ
ま
し
た

が
、
韓
国
の
蓬
坪
初
等
学

校
と
の
交
流
と
の
整
合
性

国際交流

両
国
の
小
学
校
を
視
野

に
国
際
交
流
を
推
進

韓
国
・
蓬ポ

ン

坪ピ
ョ
ン

初
等
学

校
と
の
整
合
は
？

て
、
台
湾
の
内
湾
小
学
校

と
の
交
流
も
視
野
に
、
今

後
教
育
関
係
者
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

両
国
と
の
交
流
が
で
き
る

環
境
が
整
え
ば
、
学
年
で

交
流
先
を
変
え
る
な
ど
交

流
の
幅
が
広
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

〈
そ
の
他
に
「
当
面
す
る

本
町
の
教
育
課
題
に
つ
い

て
」
質
問
し
ま
し
た
。〉

Q　

昨
年
の
議
員
座
談
会

で
「
若
桜
町
の
医
師
の
後

継
者
が
い
な
い
」
と
意
見

が
出
て
い
ま
す
。
医
師
確

保
に
つ
い
て
、
尽
力
さ
れ

た
前
小
林
町
長
の
バ
ト
ン

を
引
き
継
が
れ
た
矢
部
町

長
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

A　
（
町
長
）
本
町
に
は

２
つ
の
医
療
機
関
が
あ
り
、

本
町
の
医
療
は
も
ち
ろ
ん

健
診
業
務
等
に
多
大
な
協

力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
平

成
24
年
度
か
ら
医
師
確
保

対
策
を
柱
に
掲
げ
、
若

桜
出
身
の
医
師
や
医
学

生
の
把
握
を
し
、「
わ
か

さ
の
保
健
医
療
を
考
え
る

集
い
」
へ
の
参
加
や
わ
か

さ
生
協
診
療
所
が
行
う
医

学
生
の
地
域
医
療
実
習
の

受
け
入
れ
時
に
、
行
政
の

声
も
伝
え
る
等
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
情
報
提
供
と
本
町

関
係
の
医
師
把
握
に
努
め
、

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　

社
会
福
祉
協
議
会
が
、

２
０
０
０
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
事

業
は
、
相
対
的
な
事
業
縮

小
と
、
介
護
報
酬
の
引
上

げ
が
不
十
分
な
中
で
、
人

医療・介護

医
師
確
保
等
へ
情
報
提
供
と
交
流
を
深
め
、
社

協
介
護
事
業
の
供
給
へ
環
境
整
備
を
支
援
す
る

医
師
等
の
後
継
者
育
成
、
介
護

事
業
へ
の
指
導
援
助
を

中尾　理明

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

中尾　理明 （P10）

梶原　　明 （P11）

山根　政彦 （P12）

前住　孝行 （P13）

山本　安雄 （P14）

質 

問 

者
　３月議会定例会の一般質問は、３月19日に行われ、５人
の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長・教育長の答弁は、質問を行った議員が
要約して掲載しています。

地域福祉センター「ドリーミー」
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て
、
来
年
度
に
実
施
さ
れ

て
は
と
思
い
ま
す
。

※
反
問
権
と
は

質
問
者
に
対
し
て
問
い
返

す
こ
と
が
で
き
る
権
利
。

Q　

身
近
に
起
こ
っ
た
事

件
な
ど
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

や
防
災
無
線
で
住
民
に
周

知
し
、
注
意
喚
起
す
る
こ

と
で
町
民
の
防
犯
意
識
が

高
ま
る
と
思
う
が
、
町
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
防
犯
に
係

る
啓
発
広
報
活
動
を
積
極

的
に
実
施
し
、
町
、
警
察
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防

犯
体
制
の
確
立
に
務
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
に
「
指
定
管
理

を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い

て
」
質
問
し
ま
し
た
〉

い
ま
す
。
委
託
に
頼
ら
ず

協
力
者
と
取
り
組
め
ば
、

町
に
新
た
な
雇
用
も
生
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。
県
の

事
業
で
、
地
域
交
通
体
系

鳥
取
モ
デ
ル
構
築
事
業
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
町

長
を
は
じ
め
、
想
い
の
あ

る
方
々
の
尽
力
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
活

用
で
き
る
事
業
、
協
力
意

思
の
あ
る
方
々
も
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
思
い
を
生
か
す

た
め
に
も
、
移
送
関
係
の

課
を
設
け
る
な
ど
、
も
し

く
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
つ
く

り
、
職
員
も
投
入
し
て
直

営
で
運
営
し
て
は
と
考
え

ま
す
。
そ
の
上
で
、
一
括

し
た
管
理
形
態
を
作
成
し
、

町
独
自
の
交
通
体
系
と
し

て
ド
ア
to
ド
ア
を
初
め
、

交
通
空
白
地
の
対
策
を
考

え
対
応
し
、
将
来
的
に
は
、

弁
当
配
食
の
運
搬
事
業
な

ど
も
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
考
え
ま
す
。
県
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

地
域
交
通
体
系
若
桜
モ
デ

ル
を
今
年
度
中
に
検
討
し

Q　

共
助
交
通
に
つ
い
て
、

「
運
行
試
験
は
、
集
落
の

要
望
を
詳
細
に
聞
き
、
体

制
や
人
員
の
確
保
を
前
提

に
、
導
入
に
向
け
検
討
す

る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

い
つ
頃
ど
の
よ
う
な
試
験

運
行
を
実
施
さ
れ
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

A　
（
町
長
）
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
行
う
共

助
交
通
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
鳥
取
県
で
令
和

２
年
度
当
初
予
算
で
新
た

な
地
域
交
通
体
系
構
築
支

援
補
助
金
が
創
設
さ
れ
る

予
定
で
す
。
こ
の
補
助
金

を
活
用
し
、
道
路
運
送
法

の
許
認
可
を
得
な
い
体
制

で
の
試
験
運
行
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

試
験
運
行
で
は
、
２
団

体
程
度
の
公
募
型
を
想
定

し
て
、
単
一
集
落
も
し
く

は
、
複
数
集
落
行
動
で
任

意
団
体
ま
た
は
、
協
議
会

等
を
設
立
し
て
、
実
施
集

落
内
の
合
意
形
成
並
び
に
、

運
転
手
の
賃
金
や
予
約
体

制
、
運
行
日
数
、
時
間
等

の
運
行
管
理
上
の
調
整
が

取
れ
た
団
体
よ
り
随
時
実

施
す
る
考
え
で
す
。
ま
た
、

本
町
の
体
制
や
安
全
管
理

上
の
問
題
点
等
に
つ
い
て

公共交通

任
意
団
体
ま
た
は
協
議
会
等
を

設
立
し
て

ど
の
よ
う
な
運
行
試
験
を
実

施
す
る
の
か

安全安心

積
極
的
に

実
施
す
る

防
犯
啓
発
の

注
意
喚
起
を 

梶原　　明

は
、
運
輸
支
局
や
県
の
助

言
を
受
け
、
試
験
運
行
実

施
に
向
け
て
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

町
長
か
ら
質
問
者
へ
反

問
（
※
）

Q　
（
町
長
）
会
派
の
中

で
い
ろ
い
ろ
御
協
議
さ
れ
、

ど
う
し
て
い
く
の
が
良
い

の
か
考
え
が
あ
れ
ば
、
お

聞
か
せ
願
い
た
い
。

A　
（
議
員
）
何
回
も
議

論
や
協
議
を
重
ね
、
公
共

交
通
は
若
桜
町
の
重
要
施

策
と
考
え
て
い
ま
す
。
特

に
高
齢
化
の
進
む
な
か
、

交
通
空
白
地
、
交
通
弱
者

対
策
は
、
安
全
安
心
の
町

づ
く
り
で
、
１
つ
の
課
を

作
っ
て
取
り
組
む
ほ
ど
の

大
き
な
案
件
だ
と
感
じ
て 小型の鬼っ子バス

一般質問Ｑ Ａ
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A
（
町
長
）
農
家
の
規
模

を
問
わ
ず
、
多
く
の
農
家

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

新
た
な
生
産
販
売
組
織

が
、
若
桜
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
し
、
販
売
体
制
を
整

え
、
独
自
販
路
を
開
拓
し

て
精
米
を
主
体
に
県
内
外

に
大
ロ
ッ
ト
で
有
利
販
売

を
す
る
動
き
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
販
売
体
制
と
施
設
の

活
用
策
は
、
同
時
進
行
で

進
め
、
生
産
者
等
の
ご
意

見
も
伺
い
な
が
ら
、
よ
り

良
い
施
設
に
な
る
よ
う
に
、

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q　

農
業
所
得
向
上
、
ま

た
、
高
齢
農
家
の
生
産
意

欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、

農
産
物
の
販
売
ル
ー
ト
の

Q　

今
年
の
夏
、
若
桜
町

農
産
物
処
理
加
工
施
設

（
精
米
加
工
施
設
）
が
完

成
し
ま
す
が
、
若
桜
米
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
販

売
体
制
づ
く
り
が
不
透
明

で
、
こ
の
施
設
の
活
用
に

つ
い
て
不
安
が
残
り
ま
す
。

販
売
体
制
づ
く
り
を
ど
の

よ
う
に
考
え
、
こ
の
施
設

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
農業振興

農
家
の
規
模
を
問
わ
ず
、
多

く
参
加
し
て
い
た
だ
く

精
米
加
工
施
設
の
活
用
は

山根　政彦

低
く
、
個
人
農
家
へ
の
支

援
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
持
続
性
の
あ

る
農
家
の
育
成
を
図
る
た

め
、
令
和
２
年
度
当
初
予

算
に
農
業
用
機
械
施
設
修

繕
な
ど
に
か
か
る
経
費
支

援
制
度
を
構
築
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
支
援
策
も

検
討
し
な
が
ら
新
た
な
時

代
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る

若
桜
町
の
農
業
を
構
築
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

こ
れ
ま
で
の
２
年
間

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
、
昨

年
６
月
議
会
定
例
会
で
質

問
し
ま
し
た
。
答
弁
で
は
、

早
急
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
進
展
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
誰

が
野
菜
を
出
し
て
く
だ
さ

り
、
そ
の
野
菜
を
誰
が
集

荷
し
て
く
だ
さ
る
の
か
、

地
元
の
協
力
の
可
否
な
ど
、

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
、
さ
ら
に
詳
細
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
継
続
的
な
検
討
が
必

要
と
判
断
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

Q　

若
桜
町
の
農
業
を

支
え
て
い
る
の
は
、
個
人

農
家
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
個
人
農
家
も
後
継

者
の
不
足
な
ど
、
苦
労
し

農
地
を
守
り
続
け
て
い
ま

す
。
中
山
間
直
接
支
払
い

な
ど
の
支
援
は
あ
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
所
得
は

で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
な
ぜ
で
き
な
か
っ

た
か
を
、
こ
れ
か
ら
の
２

年
間
で
ど
の
よ
う
に
事
業

を
展
開
し
て
い
く
か
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
各
担
当

課
を
含
め
た
庁
舎
内
で
の

入
念
な
打
ち
合
わ
せ
や
、

議
会
へ
の
理
解
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
所
見

を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）　

事
業
を
展

開
す
る
う
え
で
、
担
当
課

と
も
意
思
疎
通
を
行
い
、

共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
、

同
じ
方
向
を
目
指
し
、
町

民
の
福
祉
向
上
に
向
け
て
、

積
極
的
な
取
り
組
み
が
で

き
る
よ
う
に
、
努
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
こ
の
他
に
「
若
者
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
つ
い
て
」
質
問
し
ま

し
た
。〉

建設が進む精米加工施設

施政方針

共
通
理
解
を
図
る

担
当
課
と
の
打
合
わ
せ
は

議
会
の
理
解
は
得
ら
れ
た
か

一般質問録画放送開始
　３月定例会の一般質問が若桜町ホームページでご覧いただけます。期間は、会議録がホームページに掲載さ
れるまでの約３か月、概ね６月初旬までを予定しています。

録画放送は　　　　　　　　　　　　　　でご覧ください。若桜町議会録画放送

※この録画放送は、若桜町議会の公式記録ではありませんので申し添えます。
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Q　
「
若
桜
の
お
土
産
品
・

特
産
品
開
発
支
援
事
業
」

に
よ
り
、
本
町
な
ら
で
は

の
新
た
な
特
産
品
を
今
後

も
継
承
、
発
展
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

後
の
支
援
策
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
お
土
産
品
・

特
産
品
開
発
支
援
事
業
は

若
桜
町
商
工
会
の
事
業
と

し
て
平
成
29
年
度
か
ら
３

年
間
で
19
業
者
が
取
り
組

ま
れ
、
延
べ
42
品
目
の
新

商
品
の
開
発
に
活
用
さ
れ
、

大
き
な
成
果
と
し
て
喜
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
開

発
商
品
が
若
桜
の
名
物
と

し
て
定
着
し
て
い
く
取
り

組
み
が
重
要
で
、
町
と
し

て
も
情
報
発
信
や
商
談
会

等
の
機
会
の
提
供
を
行
い
、

新
た
な
支
援
策
が
必
要
で

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
若
桜
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

個
別
の
事
業
者
で
あ
る
鶏

肉
屋
さ
ん
の
後
継
者
育

成
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
町
民
に
愛
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
後
継
者
が
見
込
め
な

い
事
業
者
や
事
業
所
へ
の

支
援
策
は
考
え
ら
れ
な
い

の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
新
年
度
、
新

規
事
業
と
し
て
「
事
業
承

継
支
援
補
助
金
」
を
創
設

し
、
休
廃
業
の
抑
制
や
雇

用
機
会
の
拡
大
も
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
承

継
が
進
み
、
町
内
の
商
工

業
が
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

す
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特産品継承・支援

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
べ
く
補

助
金
制
度
を
創
設
し
た

後
継
者
が
見
込
め
な
い
事
業

者
や
事
業
所
へ
の
支
援
策
は

前住　孝行

若桜駅前にぎわいプラザ（ごはんとおみやげyamaneya）

Q　

氷
ノ
山
の
常
連
ス

キ
ー
客
か
ら
、「
こ
ん
な

（
暖
冬
）
こ
と
が
続
け
ば

定
着
客
も
ほ
か
に
逃
げ
て

し
ま
う
、
人
工
降
雪
機
も

考
え
な
い
と
い
け
な
い
」

と
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
関
係
者
の
中
か
ら

も
同
様
な
声
が
あ
り
、
町

長
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
が
、
人
工
降
雪

機
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
昨
シ
ー
ズ
ン

か
ら
、
人
工
降
雪
機
導
入

を
判
断
す
る
た
め
の
予
備

調
査
と
し
て
、
湿
度
・
気

温
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

状
況
と
し
て
は
、
気
温
が

下
が
れ
ば
積
雪
に
恵
ま
れ

や
す
く
、
設
備
業
者
か
ら

人
工
降
雪
機
を
設
置
し
て

も
、
期
待
す
る
よ
う
な
効

果
が
得
ら
れ
に
く
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
現
状
で
は
、

こ
れ
ら
の
設
備
の
費
用
対

効
果
を
総
合
的
に
判
断
す

る
と
、
導
入
は
非
常
に
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

５
年
後
、
10
年
後

の
ス
キ
ー
場
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
想
像

さ
れ
ま
す
か
。
若
者
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
に
あ
っ

た
中
で
実
現
し
そ
う
な
こ

と
、
難
し
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
イ
ヌ
ワ
シ
ゲ

レ
ン
デ
整
備
、
林
間
コ
ー

ス
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

財
政
負
担
が
大
き
く
な
る

こ
と
か
ら
、
イ
ヌ
ワ
シ
ゲ

レ
ン
デ
の
活
用
方
法
や
リ

フ
ト
の
整
備
等
も
含
め
て
、

ス
キ
ー
場
を
取
り
巻
く
情

勢
を
見
な
が
ら
、
引
き
続

き
検
討
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

スキー場の在り方

イ
ヌ
ワ
シ
リ
フ
ト

等
引
き
続
き
検
討

５
年
後
・
10
年
後

の
イ
メ
ー
ジ
は

一般質問Ｑ Ａ
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備
蓄
品
も
で
き
る
限
り

そ
ろ
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
に
つ
い
て
、
全
国
に

お
い
て
自
治
体
使
途
調
査

の
結
果
、
本
町
に
お
い
て

有
効
な
使
途
の
検
討
結
果

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
全
国
で
は

間
伐
等
森
林
整
備
関
係
の

取
り
組
み
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
効
な
使
途
に

つ
い
て
は
、
森
林
境
界
明

確
化
を
１
つ
の
柱
と
し
て

積
極
的
に
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q　

こ
の
税
は
「
既
存
の

事
業
に
は
使
用
で
き
な

い
」
と
説
明
を
う
け
た
が

再
度
使
途
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

Q　

旧
池
田
小
学
校
体
育

館
に
人
工
芝
が
敷
か
れ
、

1
月
23
日
に
人
工
芝
完
成

記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
元
集
落
に
は

連
絡
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
、
た
く
さ
ん
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

観
点
か
ら
、
近
隣
自
治
体

な
ど
情
報
提
供
は
必
要
と

思
う
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
地
域
の
交

流
の
場
、
健
康
づ
く
り
の

場
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
活
用
し
て

頂
き
た
い
。

　

利
用
規
定
の
作
成
や
内

部
調
整
な
ど
の
た
め
、
住

民
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供

が
遅
く
な
り
申
し
わ
け
な

く
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

こ
の
体
育
館
は
、
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
備
蓄
品
を
備
え
る
な

ど
、
今
後
の
避
難
所
と
し

て
の
利
用
方
法
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

A　
（
町
長
）
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
体
育
館
の

ト
イ
レ
を
洋
式
に
改
修
し

ま
す
。

旧池田小学校体育館

地
域
の
交
流
の
場
・
避
難
場
所

と
し
て
備
蓄
品
も
整
備
す
る

避
難
場
所
と
し
て
の
利
用
方

法
は

山本　安雄

一般質問Ｑ Ａ

 

Jクレジット売買のイメージ図

A　
（
町
長
）
従
前
の
事

業
で
も
使
用
は
可
能
で
す
。

Q　

森
林
環
境
譲
与
税
は

Ｃ
Ｏ
2
削
減
も
目
的
で
す
。

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
機

能
が
若
桜
町
の
資
産
と
捉

え
て
、
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

発
行
し
て
、
森
林
の
少
な

い
都
市
部
の
市
町
村
と
連

携
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
検
討
し
て
は
と
思

う
が
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

A　
（
町
長
）
森
林
資
源

を
交
流
ツ
ー
ル
と
し
て
、

都
市
部
の
森
林
環
境
譲
与

税
を
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
取
り
組
み
へ
投
資

い
た
だ
く
よ
う
な
施
策
は
、

実
現
の
可
能
性
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（続）森林環境
譲与税

双
方
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用

し
都
市
部
と
の
連
携
を
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継続
チェック
あの案件どうなった？

　議会では、町民福祉向上のため、重要と判断した
もの、予算は可決したものでも継続して執行状況を
チェックしています。

審査時期
請願・陳情書名 審議

結果
経過及び結果（要約）

請願・陳情者名 令和2年3月定例会時点

令和元年
９月

砂防ダム設置に関する陳情書
採択

八頭県土整備事務所から「経過観察」との回答
があった。屋堂羅自治会長

令和元年
９月

林道開設加速に関する陳情書
採択

令和2年8月20日完了を目途に繰越事業で林道
の延伸（80m）を図る。屋堂羅自治会長

令和元年
９月

若桜町遺族会の支援に関する
陳情書 採択

遺族会・社会福祉協議会・町の3者協議において
令和2年度より遺族会の事務局を社会福祉協議
会が担うことに決定した。若桜町遺族会長

陳情審査
請願・陳情の経過及び結果

施設整備調査特別委員会 （令和元年10月8日、令和2年1月30日）

【説明】○若桜町米乾燥・精米調整施設の建設等に係る補正予算及び流用について（R1.10/8）
　　　 ・中古を予定していた機器設備を新設へ変更し増額（417万円→2475万円）
　　　 　約2050万円は起債で対応。
　　　○若桜町米乾燥・精米調整施設の建設等契約について（R1.10/8）
　　　 ・建設工事（建屋）　受注者　こおげ建設㈱　契約金額１憶1880万円
　　　 　契約日：令和元年10月11日　工期：令和２年３月30日まで
　　　 ・プラント設備製造請負工事　　受注者　ヤンマーアグリジャパン㈱　契約金額5258万円
　　　 　契約日：令和元年11月26日　工期：令和２年３月30日
　　　○請負工事の進捗について（R2.1/30）
　　　 ・�建屋建設について、建築資材の鉄骨ボルト納品見込みが４月となることが12月に判明した

ため工期変更と予算の繰越をしたい。９月上旬には竣工したい。
【意見】・鉄骨ボルト納品が４月になる理由はなにか。
【回答】・請負業者から商品が不足している旨の連絡があり、町も商品不足の確認をした。
【意見】・精米は４月からでも利用したい農家もいる。もっと早く完成できないか。
【回答】・なるべく早く完成したい。

今後の検討事項
　　　 ・指定管理者の募集、指定管理料、利用料
　　　 ・生産者からの荷受・検査等、販売体制づくり
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総務産業常任委員会

総務課

【意見】
・防災無線が受信不具合の有る集落に対してどのように対
応しているか。

【回答】
・音声が途切れて聞き取れない集落がある。部品交換や出
力をアップで解消した集落もあるが引続き施工業者、設
計管理者、中国総合通信局と検討している。

防災無線の不具合について

委員会  活動報告（抜粋）

ふるさと創生課

【意見】
・�整備後、約10年が経過する。今後の課題は。
【回答】
・�端末機の耐用年数は約10年で、予備の機器の製造も行っていない。
保証期限は令和３年度をもって終了する。
　今後更改費用に約３億円必要である。
【意見】
・�この整備は基本的なインフラ整備であり、喫緊の課題なので早急
に協議して頂きたい。

ＩＰ告知端末について

【意見】
・建替え用地交渉状況はどうなっているか。
【回答】
・令和２年度に用地を交渉して、令和４年、５年で建設す
る計画で行いたい。

八頭消防若桜出張所の建替え計画について

令和２年３月３日に、令和２年第２回若桜町議会定例会上程議案（補正・条例）の詳細説明を受けました。

情報発信について（1/21）

アンテナと受信器

八頭消防若桜出張所

ＩＰ告知端末
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教育民生常任委員会

教育委員会事務局

町民福祉課

○順調に事業が執行されていた。
【意見】
・�通学バスのワンボックスの管理はどうなるのか。
【回答】
・�学園に配置し、管理もしてもらう。

○ 現時点で予算額に対する執行額は低いが、実績に基づく事業が多くあるので、ほ
ぼ順調に進捗している。

　その他、地域福祉センター「ドリーミー」の施設調査を行いました。

委員会  活動報告（抜粋）

令和元年度事業の進捗状況について（12/24）

農林建設課

○繰越事業が多い。
【意見】
・�糸白見町道２号線の法面改良事業は、Ｈ30年度に繰
越されているがさらに繰越すのか。

【回答】
・�Ｈ30年度からＨ31年度に国も県も繰越した事業。事
後繰越という手続きで、県と協議しながら進めてい
く。

【意見】
・�若桜町米乾燥・精米調製施設の事業で、生産組合の立ち上げ・
販路開拓は誰がリーダーシップを取ってやるのか。
・農業委員会などいろんな組織を巻き込んで検討しては。
・�工事は、基礎だけでもできないのか。施設の概要が町報１
月号に掲載されるが、工事看板を設置をしないのか。工事
をしているところを見せないと。
・�なんでも切羽詰まらないとやらない。分かっていることな
ので前もってやっていただきたい。

　その他、ドローン飛行視察を行いました。

令和２年３月２日に、令和２年第２回若桜町議会定例会上程議案（補正・条例）の詳細説明を受けました。

糸白見 2号線

若桜町米乾燥・精米調整施設の工事の状況（R2.4）

若桜学園
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若桜町ならできるよ 盛本貴之さん
（西　町）

　若桜町観光協会の職員としてはや3年経ちました。これまでと違い若桜町にどっぷり
と浸かった日々で、良いところ悪いところが見えるようにもなってきました。ただ、逆
も真なりで、悪いと思っていることが見方を変えるだけで良いものにも変わります。た
とえば、「若桜町はド田舎で何もない」と思っている方は多いかもしれませんが、「自然
が豊富で人情味があふれ、人と人とのつながりが強い」と考えれば、悪いことだとは思
えません。町民みんながポジティブな考え方を持つことによって、地元愛が強固になる
と思います。
　新型コロナウイルスが蔓延し、執筆時点では鳥取県にも感染者が一人出ました。駅前
のにぎわい創出として、駅舎が改装されたり「にぎわいプラザ」がオープンしたり、ま
た、若桜鉄道の観光車両の改装として最後になる「若桜号」もデビューしたばかりです。
町内の方だけでなく、県外からもたくさんの観光客が訪れ、さあこれから、という矢先
に水を差された形になりました。イベント関係も次々と中止になり、この先不安だらけ
ですが、町民が一致団結する良い機会であるととらえていきましょう。
　私の希望として、駅裏に広場が欲しいです。駅前からも通り抜けができ、道の駅も一
体になった、イベントも開催しやすい、常設された屋外ステージがあって、桜もたくさ
ん咲いて、できれば鉄道広場のような…。考えていたら次々と発想が膨らみます。若桜
宿もカリヤが軒を連ね、町全体がテーマパークのような形態になり、たくさんの人が訪
れる。そんな町にならないかな！？
　「夢ばかり語って」としかられそうですが、何事もポジティブにいきましょう。

わかさ議会だより　No171　令和２年５月
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